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解
し
て
努
力
し
よ
う
」

側
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岡
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井

武

夫

近
年
は

「
見
る

ス
ポ
ー

ツ
か
ら
参
加
す
る

ス
ポ
ー

ツ
の
時
代
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い

ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な

ス
ポ
ー

ツ
に
参
加
し
て

い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

ど
ん
な

ス
ポ
ー

ツ
も
、
練
習
し
な
け
れ
ば
う
ま
く
な
り
ま
せ
ん
。
練
習
を
モ
ね
、
技

術
を

「
カ
ラ
ダ
」
で
党
え
る
と

い
う

の
が
、

ス
ポ
ー

ツ
の
鉄
則

で
す
。

で
は

「
ア
タ

マ
」

は
合
然
使
わ
な
く
て
も

い
い
か
と

い
う
と
、
ち

ょ

っ
と
違
う
と
思

い
ま
す
。
「
カ
ラ
ダ
」

で
党
え
る

一
方

で
、
「
ア
タ

マ
」

で
党
え
て

い
く

こ
と
が
、
実
は
大
切
な

の
で
す
。

″
ビ

ッ
グ

ス
ギ

″
と

い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
る
ア

ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー

の
杉
本
英
世
さ
ん
は

修
行
時
代

に

「
理
屈

っ
ほ

い
ヤ

ツ
だ
と
先
輩
達
か
ら
も
う
る
さ
が
ら
れ
た
ほ
ど

「
な
ぜ
」

と

い
う

こ
と
を
追
水
し
た
そ
う

で
す
。
例
え
ば
、
先
輩

に

一
つ
の
技
術
を
教
え
ら
れ
た

と
き

に
、
「
な
ぜ
そ
う
や
る
と
う
ま
く

い
く
ん
で
す
か
」
と
、
納
得
が

い
く
ま

で
質
問
し

た
そ
う

で
す
。

つ
ま
り
先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
を
単

に
鳩
呑
み
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
度

は
十
一ち
止
ま
り
、
ア
タ

マ
で
細
得
し
て
か
ら

「
カ
ラ
ダ
」

に
党
え
さ
せ
た

の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
上
造
を
早
め
、
ま
た
誰
に
も
負
け
な

い
日
分
な
り
の
技
術
を

形
づ
く

っ
て

い

っ
た

の
で
す
。

杉
本
プ

ロ
は
現
れ
、
プ

ロ
ゴ

ル
フ
界
随

一
の
理
論
家
と
言
わ
れ
、

テ
レ
ビ

の
解
説
や

レ

ッ
ス
ン
番
組
、

レ

ッ
ス
ン
記
事
な
ど
に
引

っ
張
り
だ
こ
で
す
。

私
は
な

い
高
校
生
達

に

い
つ
も
言

っ
て

い
ま
す
。

ス
ボ
ー

ツ
を
す
る
と
き
、
特

に
ト

レ
ー

エ
ン
グ

の
と
き
、
「
な
ぜ
」
と
立
ち
止
ま
り
、
「
ア
タ

マ
」
で
考
え
る
こ
と
な
く

「
カ

ラ
ダ
」
だ
け
で
や

っ
て

い
な

い
か
メ
章う
か
？
と
。

二
〇
〇
〇
年
富
山
口
体
ま

で
あ
と
２
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
体
協
と
し
て
も
、
選

手
層
を
厚
く
し
、
有
望
選
手

の
育
成
、
競
技
力
向
上
等

に
が
ん
ば

っ
て

い
き
た

い
と
念

じ
て
お
り
ま
す
。

ジュニア選手育成事業

水泳とび込み競技の練習会
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二
月
七
日
働
雨
晴
温
泉
に
お
い
て
定

例
の
理
事
会
と
役
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。

（理
事
会
〉

平
成
九
年
度
の
補
正
予
算

・
高
岡
市

へ
の
要
望
事
項

・
平
成
十
年
度
事
業
計

画

・
第
５．
回
市
民
体
育
大
会
の
開
催
期

日
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
。
ま
た
、
体

協
創
立
５０
周
年
記
念
事
業

・
平
成
九
年

度
中
学

・
高
校
生
の
全
国
大
会
上
位
入

賞
者
表
彰

・
極
楽
坂
研
修
セ
ン
タ
ー
運

営
状
況
な
ど
の
報
告
な
ど
が
主
た
る
内

容
で
行
な
わ
れ
た
。

〈役
員
研
修
会
〉

加
盟
団
体
の
役
員

・
企
業
チ
ー
ム
関

係
者
等
八
十
名
あ
ま
り
出
席
の
も
と
盛

会
の
う
ち
に
開
か
れ
た
。

今
回
は
富
山
県
初
の
派
遣
ス
ポ
ー
ツ

主
事
と
し
て
高
岡
市
の
体
育
保
健
課
に

勤
務
さ
れ
、
本
市
の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
、
体
協
関

係
者
に
も
同
じ
み
で
あ
り
、
現
在
県
国

体
局
次
長
で
あ
る
国
山
達
行
先
生
を
講

師
と

一
し
て

「
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体

と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

先
生
は
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国
体
を

本
県
誘
致
に
か
か
わ

っ
た

一
人
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
開
催

す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
り
誘
致
に
大
変

苦
労
し
た
こ
と
や
国
体
の
会
場
決
定
に

あ
た

っ
て
は
、
市
町
村
の
要
望
を
第

一

に
競
技
団
体
の
要
望
を
第
二
に
考
慮
Ｌ

て
決
定
し
た
こ
と
、
ま
た
国
体
開
催
の

意
義
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
環
境
づ

く
り
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人

間
づ
く
り
に

一
役
を
担

っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
。

「
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
団
体
」
は
本

県
が
目
指
す
日
本

一
の
ス
ポ
ー
ツ
県
の

集
大
成
で
あ
り
、
さヽ
ら
に
二
十

一
世
紀

の
国
体
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
モ
デ
ル

と
し
て
の
開
催
に
向
け
、
県
民

一
体
と

な

っ
て
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
体
協
関
係
者
に
対
し
て
も
、
自
信

と
励
ま
し
の
内
容
の
お
話
で
も
あ

っ
た
。

国
体
ま
で
あ
と

二
年
と
せ
ま

っ
た

今
こ
の
機
会
に
国

体
開
催
の
意
義
を

改
め
て
認
識
し
、

国
体
成
功
の
取
組

み
に
向
け
て
追
進

し
た
い
も
の
で
す
。

）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す

去
る
十
二
月
七
日
役
員
研
修
会
の
席

上
に
お
い
て
中

・
高
校
生
の
全
国
大
会

上
位
入
賞
を
果
た
し
た
選
手
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

◆
中

学

校

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

南
星
中
学
女
子
団
体

川
口
　
土土
介

（南
星
３
年
）

山
田
　
能
生

（南
星
３
年
）

今
井
　
幸
代

（南
星
３
年
）

江
本
奈
津
香

（南
星
３
年
）

◆
高
等
学
校

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

問
　
　
敏
朋

（高
岡
西
３
年
）

清
水
　
隆
志

（高
岡
工
２
年
）

田
中
　
　
肇

（高
同

一
３
年
）

今
市
　
　
彰

（高
同

一
３
年
）

奥
村
　
宏
美

（高
岡
西
３
年
）

幡
谷
　
好
美

（高
岡
西
３
年
）

藤
井
　
真
紀

（高
岡
西
２
年
）

ｏ
水
泳
野
尻
奈
央
子

（新
湊
３
年
）

青
木
　
悦
子

（高
岡
商
１
年
）

老
子
　
利
雄

（高
同
商
３
年
）

ｏ
弓
道
広
田
　
健

一

（高
岡
工
２
年
）

）ヽ

ｏ
陸
上
山
市
　
絵
美

（高
岡
商
３
年
）

○
レ
ス
リ
ン
グ

大
田
　
仲
介

（高
同

一
２
年
）

機
部
　
剛
志

（高
岡
商
３
年
）

林
　
　
賢
吉

（高
岡
商
３
年
）

◆
市
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技

二
月

一
日
働
大
山
町
粟
巣
野
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま

で
９８
名
の
選
手
の
参
加
に
よ
り
、
シ
ュ

プ
ー
ル
を
描
き
、
力
強
い
競
技
が
展
開

さ
れ
た
。
今
回
よ
リ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の

競
技
が
初
め
て
行
な
わ
れ
、
新
種
日
の

魅
力
も
あ
り
、
小
学
生
を
合
め
、
実
に

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
大
会
で
あ

っ
た
。

市体スキー大会開会式
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高岡市体育協会創立50周 年

記念講浸 記 念式奥

◆と き  平 成10年5月23日働 PM5 i00～ 8i30

◆ところ 椀 通リ ホ テルニューオータ三高岡

3

盟鼎鼎り竪艦盟惑

2

[ 督
披 祝 表

 [ ]

ば 辞 露 辞 彰 辞 ば s
7

己〓】一ロ

ヽ
　
）

１

記

念

議

演

繍

ュ

ｏｏ
～
見

響

ｏ
演
題

「
ス
ポ
ー
ツ
人
間
の
魅
力
…
…
指
導
は
心
」

ｏ
講
師
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

国
立
庭
屋
体
育
大
学
客
員
教
授
　
　
西
田

ｏ
主
催
　
働
高
岡
市
体
育
協
会

働
高
岡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

中
００
）

《
記
念
撮
影
》

祝
賀
会

（ＰＭ
７
中
‐０
～
８
中
赳

会

の
　
＞」

と

ば

会

　

の
　

挨

　

拶杯

に
ド
　
ラ
　
ク
′　

ンヽ
　
ョ
　
ン宴

エ成
　
　
〓
一　
　
唱

会
　
の
　
＞」

と
　
ば

善

夫

）◆
講
　
師
　
紹
　
介
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

国
立
鹿
屋
体
育
大
学
客
員
教
授

西
　
日
　
圭
Ｈ　
夫

職
歴

・
経
歴

・
昭
和
１１
年
生
ま
れ

，
昭
和
３３
年
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
局

・
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、
プ

ロ
野
球
、
甲
子
園

の
高
校
野
球
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
実
況
中
継
で
知
ら
れ
た
。

・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
放
送
は
サ

ッ
ポ

ロ
五
輪
以
来
、
夏
、
冬

合
わ
せ
て
１０
回
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
。

・
情
報
番
組

「
サ
ン
デ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
キ

ャ
ス
タ
ー
も
勤

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
と
し
て
は
初
め
て
解
説
委
員
を
兼
務

．
９６
年
退
職
後
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
と
し
て
テ
レ
ビ

「
お
は

よ
う
日
本
」
や

「
ラ
ジ
オ
タ
刊
」
な
ど
の
解
説
番
組
に
出

演
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
解
り
や
す

い
解
説
で
親
し
ま

れ
て
い
る
。

・
国
立
庇
屋
（か
の
や
）
体
育
大
学
と
立
教
大
学
な
ど
で

「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
論
」
や

「
メ
デ
ィ
ァ
と
ス
ポ
ー
ツ
」
を
開
講

し
て
い
る
。

・
長
野
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
組
織
委
員
会

・
広
報
専
門
委
員

ｏ
日
本
高
校
野
球
通
盟

「
拠
世
紀
の
高
校
野
球
を
考
え
る
会
」

著
委
員
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ

ン
新
聞
の
コ
ラ
ム

「季
節
風
」
を
隔
週

木
曜
日
執
筆
。

圭
自

「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
放
送
」
丸
善
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
西
田
善
夫
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
」
徳
間
書
店
　
　
な
ど
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長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
終
え
て

働
高
岡
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

桑

―
ツ
専
貿

村

田

賢

俊

「
ナ
ガ
ノ
」
は
終
わ
り
ま
し
た
。

今
す
で
に
四
年
後
の
ソ
ル
ト
レ
イ

ク
シ
テ
ィ
に
向
け
て
世
界
は
動
い

て
い
ま
す
。
今
回
の
失
敗
は
、
長

野
工
輪
だ
け
の
失
敗
で
は
な
く
、

四
年
後
、
更
に
は
八
年
後
の
成
功

に
つ
な
が
る
も
の
と
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。

私
も
今
後
、
ど
の
よ
う
な
形
で

こ
の
競
技
に
関
わ

っ
て
い
く
の
か
、

今
の
と
こ
ろ
何
と
も
言
え
ま
せ
ん

が
、
近
い
将
来
、
こ
の
ボ
ブ
ス
レ

ー
が
子
供
達
に
夢
を
与
え
る
よ
う

な
競
技
に
発
展
し
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
、
私
自
信

も
そ
ん
な
夢
を
追
い
つ
づ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
第
十
八
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
長
野
大
会
に
、
ボ
ブ
ス
レ
ー

競
技
の
役
員

（
コ
ー
チ
）
と
し
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り

〃本

番
で
は
上
位
入
賞
を
″
と
目
標
を
高
く

掲
げ
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
に
向
け
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
昨
年

オ
フ
に
は
今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
強
化

体
制
が
組
ま
れ
、
″
勝
つ
た
め
に
は
々
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
様
々
な
角
度
か

ら
こ
の
奥
深
い
競
技
を
追
求
し
て
き
ま

し
た
。

十
月
末
よ
リ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
転

戦
し
な
が
ら
、
着
実
に
力
と
勢

い
を

つ

け
て
き
た
日
本
チ
ー
ム
に
、
「
こ
れ
で
な

ん
と
か
戦
え
る
か
も
」
と

い
う
期
待
を

胸
に
抱

い
て
長
野
五
輪
を
迎
え
ま
し
た

が
、
二
人
乗
り
、
四
人
乗
り
共
、
日
標

に
は
遠
く
及
ば
ぬ
結
果
に
終
り
、

ス
タ

ッ
フ
、
選
手
共

々
が

っ
く
り
と
一月
を
落

と
し
た
も

の
で
す
。
″
廿
く
は
な

い
。
″

こ
れ
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
素
直
な
実
感

で
す
。

ボ

■な
み
は
や
国
体
」
と

本
市
選
手
の
活
催

働
高
岡
市
体
育
協
会

事
務
局
長
　
横

山
　
　
動
小

走

っ
て
、
走

っ
て
走
り
回

っ
た
三
日

間
、
こ
こ
は
、
浪
速
の
大
阪
。

「
お
お
さ
か
　

かヽ
れ
愛
　
十中グ
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
五
十
二
回
国
民

体
育
大
会

（な
み
は
や
国
体
）
秋
季
大

会
が
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
六
日
間
、
大
阪
府
内

一
円
で
開
作
さ

れ
た
。

二
〇
〇
八
年
夏
季
五
輪
の
国
内
候
補

都
市
に
決
ま

っ
た
大
阪
市
を
中
心
に
、

今
大
会
は
史
上
最
多
の
二
万
六
百
人
を

超
え
る
選
手
、
役
員
が
参
加
し
た
。

本
県
か
ら
総
勢
四
百
九
名
の
精
鋭
が

参
加
し
、
本
市
か
ら
は
二
十
二
競
技
に

昨
年
よ
り
二
十

一
名
多
い
八
十

一
名
の

監
督

・
選
手
が
出
場
し
た
。

体
育
協
会
事
務
局
丘
名
は
大
阪
市
長

居
陸
上
競
技
場
を
中
心
と
し
て
大
束
市

立
市
民
体
育
館
宋

ド
ミ
ン
ト
ン
）
、
堺

市
立
大
浜
体
育
館

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

竿
六
会
場
を
激
励
巡
回
を
し
た
。
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本
市
に
関
係
の
あ
る
達
子
の
成
績
を
概
略
す

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

期
待
さ
れ
た
ト
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
成

年
男
子
チ
ー
ム
は
強
一象
埼
玉
に
初
戦
で
敗
退
し

た
が
、
同
じ
競
技
の
成
年
女
子
の
三
協
ア
ル
ミ

は
三
位
に
輝
い
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
少
年
男
子

上
位
。
相
撲
成
年
男
子
Ｂ
個
人
で
犀
藤
和
憲
各
同

同
向
陵
高
教
員
）
が
準
優
勝
、
レ
ス
リ
ン
グ
で

少
年
グ
レ
コ
六
十
八
キ

ロ
級
の
林
賢
吉

（高
同

商
高
）
が
五
位
、
レ
ス
リ
ン
グ
成
年
男
子
フ
リ

ー
八
十
二
キ

ロ
級
高
橋
善
幸

（宮
越
工
芸
）
が

三
位
、
陸
上
少
年
女
子
共
通
三
千
缶
競
歩
で
山

市
絵
美

（高
岡
商
高
）
四
位
で
あ

っ
た
。

本
県
の
成
績
は
天
皇
杯
が
８
９
１
点
で
昨
年

と
同
じ
二
十
四
位
、
皇
后
杯
が
５
２
０
点
で
昨

年
よ
り
順
位
を
二
つ
上
げ
十
七
位
に
停
ま

っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
回
体
に
向
け
た
選
手
強

化
計
画
は
、
昨
年
度
か
ら
躍
進
期
に
入
っ
た
が
、

秋
季
大
会
で
は

「
躍
進
」
の
成
績
が
、
見
受
け

ら
れ
な
か

っ
た
。

各
競
技
団
体
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、

関
係
者
は
危
機
感

を
持

っ
て
競
技
力

向
上
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
痛
感
し
た
。

高
岡
市
体
操
協
会

休
操
競
技
と

い
え
ば
、
床

運
動
や
鉄
棒
で
の
手
に
汗
を

握
る
超
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
の
技
、

華
麗
な
演
技
、
そ
し
て
華
や

か
な

レ
オ
タ
ー
ド
姿
な
ど
を

思

い
浮
か
べ
る
人
が
多
く
、

競
技
と
し
て
の
知
名
度
は
高

い
。本

市
の
体
操
協
会
の
創
設
、

普
及
に
は
故
北
川
氏
の
功
績

が
大
き
い
。
氏
は
昭
和
２３
年

に
伏
木
中
学
校
に
赴
任
し
、

科
年
、
体
操
部
を
創
設
し
、

そ
の
普
及
に
努
め
ら
れ
た
。

市
体
は
昭
和
２６
年
か
ら
開

始
さ
れ
、
中
学
の
部
の
競
技

が
開
始
さ
れ
た
。
当
時
の
参

加
校
は
多
い
と
き
で
男
子
４

校
、
女
子
６
校
が
出
場
し
て

い
た
。
成
績
は
伏
木
中
学
校

が
二
十
数
年
間
優
勝
を
続
け

「体
操
伏
木
」
の
伝
統
を
築

い
た
。

昭
和
３０
年
代
に
は
高
校
の

部
が
加
わ
り
、
市
民
体
育
館
、
高
岡
工

去
高
校
な
ど
を
会
場
と
し
て
競
技
し
て

い
た
が
、
参
加
校
の
減
少
に
よ
り
、
昭

和
４０
年
に
な
く
な
り
、
再
び
中
学
の
部

の
み
と
な

っ
た
。

体
操
協
会

の
礎
を
築

い
た
北
川
氏
は

昭
和
５４
年
、
志
半
ば
に
し
て
急
逝
さ
れ

た
。
こ
の
時
期
、
氏
の
後
を
受
け
継
ぐ

よ
う
に
、
教
え
子
で
あ
る
向
井
氏
、
能

松
氏
が
相
次
い
で
高
同
西
部

中
、
志
貴
野
中
に
赴
任
し
、

指
導
に
あ
た

っ
た
。

ま
た
、
女
子
の
指
導
者
と

し
て
、
山
本
氏
（旧
姓
　
森
）
、

中
田
氏

（旧
姓
　
滝
田
）
が

加
わ

っ
た
こ
と
で
、
市
の
競

技
レ
ベ
ル
は

一
気
に
高
く
な

り
、
県
大
会
で
は
常
に
上
位

を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

士
堂
具
野

（男
）、　
一向
西
（男
）
、

伏
木

（女
）
、
芳
野

（女
）
と

も
中
学
団
体
の
部
で
優
勝
し

て
い
る
。

市
の
競
技
人
日
は
、
こ
こ

数
年
の
間
に
激
減
し
、
い
く

つ
か
の
学
校
が
廃
部
に
追
い

込
ま
れ
た
。
現
在
、
男
子
は
志
貴
野

１
校
、
女
子
は
伏
木
、
志
貴
野
、
芳

野
の
３
校
の
み
と
な

っ
て
い
る
。

二
①
Ｏ
Ｏ
年
同
体
に
向
け
、
平
成

８
年
度
か
ら
体
操
教
室
を
開
催
し
、

競
技
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
指
導
者
の
不
足
と
い
う
の
が

協
会
の
最
大
の
悩
み
で
あ
る
。
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高
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

当
協
会
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
高

岡
市
内
の
テ
エ
ス
愛
好
者
が
中
心
と

な
り
、
当
初
は
「高
岡
市
庭
球
協
会
」

と
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
丘

十
七
年
に
名
称
を

「高
岡
市
テ
エ
ス

協
会
」
に
改
め
現
在
に
至

っ
て
い
ま

す
。高

岡
市
体
育
協
会

へ
は
、
昭
和
四

十
四
年
に
加
盟
し
、
そ
の
頃
か
ら
本

格
的
な
協
会
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
は
硬
式
専
用

の
コ
ー
ト
も
少
な
い
状
況
で
、
テ
エ

ス
が

一
般
の
人
の
目
に
と
ま
る
機
会

も
あ
ま
り
な
く
、
大
会
も
市
民
総
合

体
育
大
会
た
だ

一
つ
と
い
う
寂
し
い

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

時
代
と
と
も
に
、
公
営
及
び
民
間

の
テ
エ
ス
コ
ー
ト
も
徐
々
に
整
備
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
大

会
も
多
く
開
催
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
た
め
、
テ
エ
ス
人
口
も
年
々
増
加

し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
平
成
六
年
の
高
岡
ス
ポ
ー

ツ
コ
ア

（テ
エ
ス
コ
ー
ト
十
六
面
）

の
完
成
を
機
に
、
テ
エ
ス
愛
好
者
が

一

気
に
増
え
、
現
在
、
当
協
会

へ
も
二
十

九
団
体

（サ
ー
ク
ル
）
が
加
盟
し
て
お

り
、
登
録
会
員
も
年
々
増
え
、
四
百
人

を
超
え
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。

各
サ
ー
ク
ル
は
、
職
場
の
仲
間
や
気

の
合

っ
た
仲
間
同
志
の
集
ま
り
等
々
で

多
種
多
様
な
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
間
の
交
流
も
盛
ん
で
、
テ
ニ

ス
が
競
技
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
社
交

の
場
と
し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
生
活
の
リ

ズ
ム
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い

る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

普
及
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
四

年
か
ら
ス
ク
ー
ル
を
年
二
回
程
開
催
す

る
と
と
も
に
、
市
主
催
の
テ
エ
ス
教
室

に
も
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア

（小
学
生
か
ら
高

校
生
）
を
対
象
に
し
た
ス
ク
ー
ル
も
平

成
六
年
か
ら
行

っ
て
お
り
、
二
Ｏ
①
①

年
国
体
に
向
け
、
ジ
ュ
エ
ア
選
手
の
強

化

・
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

当
協
会
の
課
題
の

一
つ
に
、
指
導
員

の
不
足
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
協

会
員
を
対
象
に
指
導
方
法
の
講
習
会
を

開
催
す
る
な
ど
そ
の
確
保
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
参
加
者
も
増
加
の

一

途
を
た
ど
り
、
昨
年
は
延
べ
約
千
五

百
名
に
も
達
し
て
お
り
、
当
協
会
と

し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
い
限
り
で
す

が
、
今
後
さ
ら
に
協
会
組
織

の
強

化

・
充
実
を
図
る
こ
と
も
必
要
と

な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
歴
史
の
浅
い
協
会
で
す
が
、

テ
エ
ス
の
普
及
や
競
技
力
の
向
上
に

今
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ジ

最
近
の
世
の
中

″
マ
サ
カ
″
と
い
う

こ
と
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
ん

な
こ
と
が
あ

っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か

と
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
見
て
つ
く
づ
く
感

ず
る
の
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
も
こ
の
言
葉
を

使
う
が
、
勝
負
の
世
界
の

″
マ
サ
カ
″

に
は
意
外
性
の
中
に
も
さ
わ
や
か
さ
が

あ

っ
て
私
は
好
き
で
あ
る
。

昨
年
プ

ロ
野
球
の
ヤ
ク
ル
ト
が
前
半

″
マ
サ
カ
″
と
い
わ
れ
な
が
ら
さ
わ
や

か
に
優
勝
し
た
の
を
思
い
起
こ
す
。

シ
ー
ズ
ン
前
巨
人
軍
が
圧
倒
的
に
強

い
と
い
う
下
馬
評
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ

が
終
わ

っ
て
み
れ
ば
ヤ
ク
ル
ト
が
ブ
ッ

チ
ギ
リ
の
優
勝
で
あ

っ
た
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
結
果
の
裏
に
は
次

の
よ
う
な
野
村
監
督
の
野
球
哲
学
が
あ

る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。

・
勝

っ
た
時
は
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
負
け
た
と
き
は
敗
因
を
深
く
究

明
し
て
自
成
す
る
。

・
勝
ち
に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、
負
け

に
不
思
議
の
負
け
な
し

・
勝
負
の
キ
メ
手
は
単
な
る
戦
力
や
選

手
個
人
の
力
量
、
技
術
、
練
習
量
の
多
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寡
で
は
な
く
考
え
抜
く
知
力
に
あ
る
。

頭
を
使
い
、
知
力
を
高
め
る
こ
と
に

よ

っ
て
感
じ
る
心
も
高
ま
り
、
感
性
が

豊
か
に
な
る
。
豊
か
な
感
性
の
人
が

一

流
の
選
手
と
も
な
る
ん
だ
と
彼
は
言

っ

て
い
る
。

平
成
１０
年
度
ジ
ュ
エ
ア
選
手

育
成
強
化
指
導
者
養
成

確
保
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
田

体
に
む
け
て
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選

手
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
本
市
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
水
準
の
向
土
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
団
体
開
催
二
年
後

に
控
え
、
仕
上
げ
の
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
◆
将
来
の
展
望
に
な

っ
て
、

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
を
中
心
に
育
成
強
化
を

図
る
。
◆
指
定
は
単
年
度
だ
け
で
は
く

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
団
体
ま
で
継
続
す

る
。
◆
合
理
的
な
指
導
や
科
学
的
ト
レ

ー
エ
ン
グ
を
導
入
し
、
公
認
コ
ー
チ
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー

・
学
識
経
験
考
の

有
効
活
用
を
図
る
。
◆
指
導
者
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
講
習
会
や
研
修
会
等

を
開
き
指
導
者
の
資
質
の
向
上
に
努
め

る
な
ど
の
基
本
方
針
に
よ
り
本
事
業
を

進
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ｊ

《
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
・ア
ド
バ
イ
ス
》

足
首

（足
関
節
）
の
結
挫
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
中
の
け
が
で
頻
度
の
高
い

も
の
の

一
つ
に
足
首
の
結
挫
が
あ
り
ま

す
。
足
古
の
構
造
は
足
先
を
上
に
そ
ら

せ
た
時
に
は
関
節
の
骨
同
ｔ
が
密
者
し
、

非
常
に
安
定
性
が
よ
い
の
で
す
が
、
足

先
を
下
に
向
け
た
時
は
関
節
の
骨
同
士

に
す
き
ま
が
で
き
、
安
定
性
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
そ
の
状
態
で
内
返
し
や
外

返
し
の
力
が
か
か
り
ま
す
と
簡
単
に
給

挫
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
給
挫
と

い
う
と
蛙
く
考
え
治
療
を
軽
祝
し
が
ち

な
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
給
挫
と

い
う
の
は
足
首
を
捻

っ
た
と
い
う
け
が

の
状
況
を
意
味
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

足
首
の
中
の
傷
客
程
度
を
表
わ
す
言
葉

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
足
市
の
結

挫
を
し
た
人
を
よ
く
調
べ
て
兄
る
と
、

骨
折
を
し
て
い
た
り
、
靭
帯
が
切
れ
て

い
た
り
と
そ
の
程
度
は
様
々
で
す
。
で

す
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
を
し

っ
か
り
確

か
め
て
お
か
な
い
と
、
将
来
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
最
初
が
肝
心
な
の
で
す
。
そ
こ

で
給
挫
を
し
た
ら
是
非
次
の
二
つ
の
こ

と
を
行

っ
て
下
さ

い
。　
一
つ
は
す
ぐ
そ

の
場
で
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
療
法
を
行
う
こ
と
で

す
。
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
Ｒ

（喬
４

¨
安

静
）
、
Ｉ

合
命
【コ
的
一
冷
却
）
、
Ｃ

合
ｏ
ヨ
‐

■
①
∽
∽
一ｏ
コ
¨
圧
迫
）
、
Ｅ
行
】留
拶
命一畳

一

挙
ｉ
）
の
略
で
け
が
を
し
た
足
首
を
冷

や
し
、
圧
迫
、
固
定
し
、
足
を
高
く
挙

げ
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
腫
れ

や
痛
み
も
少
な
く
、
回
復
も
早
く
な
り

ま
す
。
二
つ
め
は

一
両
同
中
に
必
ず
専

門
医
を
受
診
し
正
し

い
診
断
を
受
け
る

こ
と
で
す
。

ま
た
、
給
挫
ほ
ど
激
し

い
外
力
で
な

い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
足
に
急
激
な
痛
み

を
感
じ
、
給
挫
と
誤
解
し
や
す

い
疾
患

も
あ
り
ま
す
。

足
古
周
辺
の
健
が
ず
れ
る
も

の

（排

骨
筋
随
脱
臼
）
、
こ
れ
は
外
く
る
ぶ
し
の

周
辺
に
塙
み
が
お
き
ま
す
。

余
分
な
骨
が
で
き
て
、
こ
れ
が
関
節

の
問
に
は
さ
み
こ
ま
れ
る
も

の

（関
節

遊
離
体
、
一二
角
骨
障
害
）
、
関
節

の
後
ろ

に
痛
み
が
出
現
し
ま
す
。

骨
の

一
部
が
す
で
に
分
離
し
て
い
て
、

高
岡
市
民
病
院
整
形
外
科

山
　
田

　

　

均

こ
れ
が
筋
肉
に
よ
り
急
激
に
ひ
っ
ば
ら

れ
る
た
め
痛
み
を
出
現
す
る
も
の

（外

肝
骨
障
害
）
、
足
の
親
指
の
付
け
根
あ
た

り
で
骨
が
隆
起
し
た
部
分
に
痛
み
が
で

ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
が
繰
り
返
し
お

き
る
よ
う
な
ら
精
密
検
査
を
受
け
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

不
幸
に
も
慢
性
の
不
安
定
性
が
残

っ

て
し
ま

っ
た
選
手
に
お
い
て
は
テ
ー
ピ

ン
グ
、
装
具
、
靴
の
中
に
入
れ
る
特
別

な
形
の
イ
ン
ソ
ー
ル

（中
敦
）
な
ど
で

対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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「
工
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
と
や
ま
国
体
」

を
め
ざ
し
て

高
岡
市
立

牧
野
中
学
校
二
年

新

開

奈

央

未

央

彼
女
た
ち
は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
す

で
に
活
躍
し
て
い
る
姉
を
目
標
に
、
小

学

一
年
生
か
ら
少
年
剣
道
を
始
め
た
双

子
の
姉
妹
で
あ
る
。
５
～
６
ｋｇ
ほ
ど
の

防
具
を
つ
け
夏
は
汗
に
ま
み
れ
、
冬
は

素
足
の
つ
め
た
さ
に
耐
え
な
が
ら
の
競

技
で
あ

―
る
が
二
人
は
し
ん
ぼ
う
強
く

一

振
り

一
振
り
に
気
迫
を
こ
め
て
練
習
に

励
ん
で
き
た
。
小
学
校
時
代
は
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
剣
道
大
会
、
道
場
通
盟
大
会

と
も
に
同
級
生
レ
ベ
ル
で
は
無
敵
の
成

績
を
修
め
て
き
た
。
中
学
に
入

っ
て
か

ら
も

一
年
生
で
す
で
に
高
岡
地
区
で

一

二
位
を
二
人
で
獲
得
し
た
。
二
年
生
と

組
ん
だ
団
体
戦
で
は
常
に
先
鋒
、
大
将

と
し
て
優
勝
に
導
い
て
く
れ
た
。
二
年

生
に
な

っ
た
今
年
度
は
二
人
そ
ろ

っ
て

北
信
越
大
会

・
個
人
戦
に
出
場
し
、
未

央
が
三
位
入
賞
。
奈
央
は
県
選
二
位
で

全
中
大
会
に
出
場
し
高
松
で
は
、
大
分

県
の
三
年
生
と
対
戦
、
堂
々
と
戦
い
粘

り
に
粘

っ
て
延
長
三
回
ま
で
も
ち
こ
ん

だ
が
情
敗
し
た
。
学
校
で
は
二
人
と
も
、

勉
強
に
も
生
徒
会
執
行
部
で
も
活
躍
し
、

部
活
で
は
後
輩
の
指
導
に
も
熱
心
な
文

武
両
道
の
が
ん
ば
り
や
で
あ
る
。

現
在
は
さ
ら
に
技
を
磨
く
た
め
基
礎

練
習
を
怠
ら
ず
、
又
二
Ｏ
①
Ｏ
年
と
や

ま
国
体
強
化
練
習
に
も
ま
じ
め
に
参
加

し
、
来
年
は
二
人
そ
ろ

っ
て
全
国
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
、
上
位
入
賞
も

め
ざ
し
た
い
と
が
ん
ば

っ
て
い
る
。

◆
高
岡
市
体
育
協
会

研
修
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況

大
山
町
極
楽
坂
に
昨
年
の

一
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
年

経
過
し
、
冬
期
間
の
ス
キ
ー
関
係
者
の

利
用
が
伸
び
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
夏

の
期
間
に
お
い
て
も
立
山
山
麓

一
帯
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
も
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

ジ

〈
平
成
１０
年
度
の
主
な
行
事
〉

４
月
２６
日
　
ユ剛
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（中

学
の
部
）

４
月
２６
日
　
一巾
長
杯
陸
上
競
技
大
会

５
月
８
日
　
評
議
員
会

５
月
２３
日
　
創
立
５０
周
年
記
念
式
典

６
月
２‐
日
　
Ｐ
Ｌ
学
園
招
待
野
球
試
合

７
月
１１

・
１２
日
　
第
５．
回
高
岡
市
民
総

合
体
育
大
会

　

　

！

８
月
８
～
１０
日
　
第
５．
回
富
山
県
民
体

育
大
会

９
月
１２
～
‐５
日
　
第
５３
回
国
体
夏
季
大

会

（神
奈
川
県
）

９
月
下
旬
　
一剛
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
大
会

（
一

般
の
部
）

１０
月
２４
～
２９
日
　
第
５３
回
団
体
秋
季
大

会

１１
月
８
日
　
一局
岡
市
駅
伝
競
走
大
会

１１
月
２２
日
　
≡島
山
県
駅
伝
競
走
大
会

皿
月
下
旬
　
第
七
回
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・２
月
６

・
７
日
　
加
盟
団
体
役
員
研
修

会

平
成
Ｈ
年

１
月
４
日
　
新
春
武
道
稽
古
始
め

じ

野
上
流
司
選
手

（
ス
キ
ー
）

の

活

躍

高
岡
市
ス
キ
ー
違
盟
は
、
本
市
か
ら

国
体

・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
全
国
大

会
で
活
躍
の
で
き
る
選
手
の
育
成
を
目

指
し
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
、
近
年
そ

の
成
果
が
実
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

野
上
選
手

（芳
野
中
、
富
山
第

一
高

在
学
）
は
強
化
に
よ
り
育

っ
た
選
手

の

一
人
で
、
全
中
大
会
を
は
じ
め
イ

ン
タ

ー

ハ
イ

・
国
体
に
出
場
し
、
今
や
富
山

県
ス
キ
ー
連
盟
の
強
化
選
手
と
し
て
北

海
道
や
海
外
遠
征
な
ど
に
参
加
し
て
お

り
、
高
岡
市
ス
キ
ー
違
盟
期
待
の
星
で

あ
る
。編

◆
集

◆
後

◆
記

「あ
す
リ
ー
と
十

一
号
」
の
発
刊
は
、

二
十
周
年
記
念
誌
の
編
纂
に
追
わ
れ
、
そ

の
上
不
手
際
も
あ
り
大
部
遅
れ
て
発
刊
と

な
り
ま
し
た
。
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
年
の
五
月
二
十
二
日
に
五
十
周
年
記

念
式
典
が
催
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
記
念

事
業
の
内
容
を
特
集
し
ま
し
た
。
記
念
講

演
も
か
り
ま
す
の
で
関
係
者
各
位
多
数
の

ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。■
！
！
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